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西
８
条
２
の
道
路
改
良
舗
装
工
事

が
完
了
し
、
西
麻
町
に
は
１
棟
　１２

戸
の
公
営
住
宅
を
建
設
す
る
と
と

も
に
、
農
村
地
域
に
お
け
る
小
中

学
校
ま
で
の
光
回
線
を
整
備
し
て

お
り
ま
す
。

　
一
昨
年
の
　
月
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

１１

は
「
当
社
単
独
で
維
持
す
る
こ
と

が
困
難
な
　
路
線
　
線
区
」
を
発

１０

１３

表
し
、
昨
年
３
月
に
は
、
大
正
２

年
に
開
業
し
た
島
ノ
下
駅
が
１
０

４
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

鉄
路
は
、
地
域
住
民
の
通
学
や
通

院
な
ど
の
日
常
生
活
を
支
え
る
と

も
に
、
広
域
観
光
や
広
域
物
流
な

ど
、
農
業
と
観
光
を
基
幹
産
業
と

す
る
本
市
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
鉄
路
の
維
持
存
続
に
向
け
て
、

市
民
の
み
な
さ
ま
と
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
時
期
を
迎
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

使
い
道
の
変
更
を
公
約
に
掲
げ
て

衆
議
院
を
解
散
し
、　

月
　
日
に
、

１０

２２

自
由
民
主
党
が
連
立
与
党
で
あ
り

ま
す
公
明
党
と
併
せ
圧
倒
的
な
勝

利
を
あ
げ
ま
し
た
が
、
国
政
運
営

に
期
待
と
不
安
が
国
民
に
強
く
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

で
は
、
春
か
ら
順
調
に
天
候
が
推

移
し
、
６
月
に
は
一
時
低
温
に
も

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
好
天

に
よ
り
作
物
は
お
お
む
ね
平
年
並

み
の
作
柄
と
な
り
 安
  堵
 し
た
と
こ

あ
ん
 
ど

ろ
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は

農
業
分
野
に
新
た
な
労
働
力
と
し

て
子
育
て
マ
マ
の
農
業
従
事
や
I

C
T
技
術
（In

fo
rm
a
tio
n
a
n
d
C

o
m
m
u
n
ic
a
tio
n
T
e
c
h
n
o
lo
g
y

の
略
・
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
観
光
で
は
、
４
月
か
ら
９
月
ま

で
の
上
半
期
の
観
光
入
込
客
数
が
、

前
年
同
期
比
０
・
３
％
減
の
１
３

１
万
４
千
人
と
な
り
ま
し
た
が
、

宿
泊
延
数
は
４
・
４
％
増
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
ア
ジ
ア
圏
へ
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
り
、
訪
日
外
国

人
が
大
幅
に
増
加
し
、
北
の
峰
地

区
で
は
外
国
資
本
に
よ
る
ホ
テ
ル

建
設
や
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
は
、「
フ
ラ
ノ

マ
ル
シ
ェ
」
人
気
に
よ
り
依
然
好

調
な
入
り
込
み
を
続
け
、
平
成
　２２

年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
昨
年

　
月
に
は
来
場
者
数
が
７
百
万
人

１１を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
空
ビ
ル

と
な
っ
て
い
た
旧
三
番
舘
ふ
ら
の

店
が
「
観
光
」「
食
」「
お
も
て
な

し
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
複
合

施
設
へ
と
再
生
す
る
こ
と
で
、
本

年
６
月
に
は
中
心
市
街
地
が
大
き

く
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
生
活
で
は
、「
プ
レ
ミ
ア
ム

つ
き
商
品
券
」
や
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
事
業
」
の
継
続
実
施
に
よ

り
、
地
域
内
経
済
の
循
環
を
図
る

と
と
も
に
、
市
民
の
協
力
に
よ
る

ご
み
分
別
の
成
果
が
、
質
の
高
い

資
源
と
な
っ
て
公
共
施
設
へ
の
導

入
が
実
現
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
資
本
整
備
で
は
、

市
街
地
の
東
２
条
１
・
東
６
条
・

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
　
年
の
輝
か

３０

し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
一
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
度
重
な
る
北
朝
鮮

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
は
、
国

際
社
会
の
一
致
し
た
平
和
的
解
決

へ
の
強
い
意
思
を
踏
み
に
じ
る
も

の
で
あ
り
、
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ

イ
ル
の
開
発
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た
脅
威
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
安

倍
内
閣
は
北
朝
鮮
の
脅
威
か
ら
国

民
を
守
り
ぬ
く
こ
と
と
消
費
税
の

富良野市長　

  能登 芳昭

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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４４
月月

　
　
　
６
日
　
富
良
野
看
護
専
門
学
校
第
　２４

　
　
　
　
　
　
　
期
生
入
学
式
（
　
人
入
学
）

３０

　
　
　
　
日
　
交
通
防
犯
運
動
市
民
大
会

１１

　
　
　
　
日
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

２２

　
　
　
　
　
　
　
指
定
書
交
付
式

　
　
　
　
日
　
ふ
れ
あ
い
の
家
オ
ー
プ
ン
式

２９

５５
月月
　
　

　
　
～
　
日
　
こ
ど
も
の
図
書
館
ま
つ
り

１０

１４

　
　
　
　
日
　
メ
イ
ド
 イ
ン
 フ
ラ
ノ
  春

１３

　
　
　
　
　
　
の
収
穫
祭
ア
ス
パ
ラ
祭
り

　
　
　
　
日
　
や
ま
べ
さ
く
ら
ま
つ
り

１４

　
　
　
　
日
　
第
１
回
連
合
町
内
会
長
会
議

２４

６６
月月

　
　
　
５
日
　
北
海
道
銀
行
な
ど
が
海
外

　
　
　
　
　
　
対
応
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
フ
ラ
ノ
マ

　
　
　
　
　
　
ル
シ
ェ
に
設
置

　
　
　
９
日
　
ふ
ら
の
樹
海
野
菜
工
房
　

　
　
　
　
　
　「
し
ず
く
」
オ
ー
プ
ン
式

　
　
　
　
日
　
富
良
野
市
音
楽
大
行
進

１５

　
　
　
　
日
　
第
８
回
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス

２５

　
　
　
　
　
　
富
良
野
ラ
イ
ド

７７
月月

　
　
　
５
日
　
山
部
地
区
音
楽
パ
レ
ー
ド

　
　
　
６
日
　
第
　
回
社
会
を
明
る
く
す

６７

　
　
　
　
　
　
る
運
動
啓
発
集
会

　
　
　
７
日
　
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
研
修

　
　
　
　
　
　
派
遣
に
関
す
る
協
定
締
結

　
　
　
８
日
　
東
山
ふ
る
さ
と
祭
り

　
　
・
　
日
　
山
部
ふ
れ
あ
い
祭
り

１５

１６

　
　
　
　
日
　
第
　
回
へ
そ
マ
ラ
ソ
ン

２３

２４

　
　
・
　
日
　
第
　
回
北
海
へ
そ
祭
り

２８

２９

４９

８８
月月

　
　
　
１
日
　
広
報
ふ
ら
の
８
月
号
「
広

　
　
　
　
　
　
域
連
携
企
画
と
な
り
ま
ち

　
　
　
　
　
　
で
遊
ぼ
う
！
鉄
路
編
」
発
行

　
５
・
６
日
　
ふ
ら
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
５
・
６
日
　
第
　
回
ゆ
う
ふ
れ
音
楽
祭

３６

　
　
～
　
日
　
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修

１０

１２

　
　
　
　
日
　
第
　
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

１１

１１

　
　
　
　
日
　
第
６
回
ふ
ら
の
花
火
大
会

１２

　
　
　
　
日
　
第
　
回
富
良
野
看
護
専
門

１９

２４

　
　
　
　
　
　
学
校
学
校
祭

　
　
　
　
日
　
ぶ
ど
う
畑
で
ワ
イ
ン
会

１９

　
　
　
　
日
　
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
「
地

２１

　
　
　
　
　
　
域
の
鉄
道
の
在
り
方
を
考

　
　
　
　
　
　
え
る
」

　
　
　
　
日
　
樹
海
の
里
か
ら
２
０
１
７

２６

　
　
　
　
　
　
と
う
き
び
畑
で
ピ
ク
ニ
ッ

　
　
　
　
　
　
ク
（
消
費
者
と
農
村
交
流
）

９９
月月
　

　
　
　
１
日
　
富
良
野
市
立
山
部
中
学
校

　
　
　
　
　
　
開
校
　
周
年
記
念
式
典

７０

　
２
・
３
日
　
ふ
ら
の
で
恋
活
２
０
１
７
秋

　
　
　
３
日
　
第
　
回
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ぶ

３１

　
　
　
　
　
　
ど
う
ま
つ
り
　
ま
ち
な
か

in

　
　
　
５
日
　
芥
川
賞
山
下
澄
人
さ
ん
　

　
　
　
　
　
　
図
書
「
ほ
し
の
こ
」
寄
贈

　
　
　
９
日
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ
ク
リ
ン

　
　
　
　
　
　
グ
（
富
良
野-

占
冠
間
の
コ

　
　
　
　
　
　
ー
ス
サ
イ
ン
完
成
記
念
）

　
　
　
　
日
　
富
良
野
市
郷
土
研
究
会
設

１６

　
　
　
　
　
　
立
　
周
年
祝
賀
会

５０

　
　
　
　
日
　
ふ
ら
の
　
へ
そ
マ
ラ
ニ
ッ
ク

１７

de

　
　
　
　
日
　
富
良
野
市
総
合
防
災
訓
練

２１

　
　
　
　
日
　
市
長
と
語
ろ
う
！
地
域
懇

２１

　
　
　
　
　
　
談
会
開
催
（
　
月
　
日
ま

１１

３０

　
　
　
　
　
　
で
・
　
会
場
）

１５

　
月月
１１００　
　
　
１
日
　
世
界
連
邦
平
和
都
市
宣
言

　
　
　
　
　
　
確
認
の
日
セ
レ
モ
ニ
ー

　
１
～
　
日
　
図
書
館
ま
つ
り

２８

　
　
　
５
日
　
第
　
回
樹
海
駅
伝
競
技
大
会

４３

　
７
～
９
日
　
第
　
回
富
良
野
演
劇
工
場

１７

　
　
　
　
　
　
ま
つ
り
・
第
　
回
ふ
ら
の

１５

　
　
　
　
　
　
演
劇
祭

　
　
～
　
日
　
ふ
ら
の
樹
海
野
菜
工
房
　

１３

１４

　
　
　
　
　
　「
し
ず
く
」
収
穫
感
謝
祭

　
　
　
　
日
　
ハ
ロ
ク
ロ
（
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
）

１４

　
　
　
　
日
　
ご
み
分
別
説
明
会
（
　
月

２１

１１

　
　
　
　
　
　
８
日
ま
で
・
　
会
場
）

２６

　
　
　
　
日
　
第
　
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

２２

４８

　
月月
１１１１　
　
　
３
日
　
富
良
野
市
功
労
者
表
彰
式

　
７
～
　
日
　
ベ
ト
ナ
ム
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

１１

　
　
　
９
日
　
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
・
マ
ル
　

　
　
　
　
　
　
シ
ェ
２
来
場
者
７
０
０
万
人

　
　
　
　
　
　
達
成

　
　
　
　
日
　
富
良
野
調
停
協
会
創
立
　

１２

７０

　
　
　
　
　
　
周
年
記
念
祝
賀
会

　
　
　
　
日
　
ふ
ら
の
未
来
農
業
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

１８

　
　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー

　
　
～
　
日
　
少
年
野
球
国
際
交
流
事
業

１８

２３

　
　
　
　
　
　
（
中
学
生
　
人
が
台
湾
遠
征
）

１６

　
　
　
　
日
　
第
２
回
連
合
町
内
会
長
会
議

２７

　
月月
１１２２　
　
　
２
日
　
北
都
プ
ロ
レ
ス
　
や
ま
べ

in

　
　
　
２
日
　
東
山
保
育
所
第
　
回
発
表
会

５０

　
　
　
９
日
　
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
商
品
券
販
売

１１
月月

　
　
　
６
日
　
新
年
交
礼
会

　
　
 ８
日
　
平
成
　
年
富
良
野
市
成
人
式

２９

　
　
・
　
日
　
第
　
回
ふ
ら
の
ス
キ
ー
祭
り

２８

２９

５２

２２
月月

　
　
・
　
日
　
や
ま
べ
ゆ
き
ん
こ
ま
つ
り

１１

１２

　
　
　
　
日
　
第
　
回
麓
郷
ク
ロ
ス
カ
ン

１２

４５

　
　
　
　
　
　
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
日
　
富
良
野
市
防
災
講
演
会

１５

　
　
　
　
日
　
日
本
郵
便
㈱
市
内
７
局
と

１５

　
　
　
　
　
　
　
地
域
に
お
け
る
協
力
に
関

　
　
　
　
　
　
　
す
る
協
定
締
結

　
　
　
　
日
　
㈱
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
ジ
ャ

１７

　
　
　
　
　
　
　
パ
ン
と
地
域
見
守
り
活
動
・

　
　
　
　
　
　
　
災
害
時
の
物
資
供
給
及
び

　
　
　
　
　
　
　
店
舗
営
業
の
継
続
又
は
早

　
　
　
　
　
　
　
期
再
開
に
関
す
る
協
定
締
結

　
　
　
　
日
　
樹
海
の
森
の
小
さ
な
音
楽
会

１８

　
　
　
　
日
　
富
良
野
医
師
会
創
立
　
周

２５

５０

　
　
　
　
　
　
年
記
念
講
演
会

３３
月月

　
　
　
４
日
　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
島
ノ
下
駅
廃
止

　
　
　
７
日
　
富
良
野
看
護
専
門
学
校
第
　２１

　
　
　
　
　
　
期
生
卒
業
式
（
　
人
卒
業
）

２９

　
　
　
７
日
　
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
特
別

　
　
　
　
　
　
公
演
「
走
る
」
上
演

　
　
　
７
日
　
富
良
野
市
立
富
良
野
東
中
学

　
　
　
　
　
　
校
開
校
　
周
年
記
念
式
典

７０

　
　
　
　
日
　
富
良
野
市
こ
と
ぶ
き
大
学

１６

　
　
　
　
　
　
３
校
合
同
卒
業
・
修
了
式

　
　
　
　
日
　
山
部
と
地
酒
を
食
す
会

１８

　
　
　
　
日
　
富
良
野
市

２９

　
　
　
　
　
　
Ｕ
タ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
対
策
講
演
会

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

　
月
１０　

月
１１　

月
１２

振振

平平
成成
二
十
二
十
九九
年
を
年
を
　
　
り
返
り
返
るる
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海道いじめ問題対策連絡協議会が実施し海道いじめ問題対策連絡協議会が実施したた
「いじめ・ネットトラブル根絶！メッセー「いじめ・ネットトラブル根絶！メッセージジ

コンクール」に小中学生が取り組み、上川管コンクール」に小中学生が取り組み、上川管内内
で次のとおり入選しました。また、教育委員で次のとおり入選しました。また、教育委員会会
においても「富良野市いじめＺＥＲＯメッセにおいても「富良野市いじめＺＥＲＯメッセーー
ジジコンクール」を実施し、たくさんの子どもコンクール」を実施し、たくさんの子どもたた
ちちのの作品が入賞しましたので、紹介しま作品が入賞しましたので、紹介しますす。。

 盛  本  ちひろさん（中１）
もり もと

今年の目標
クラリネットとアルトサッ
クスを頑張ります

富良野市いじめＺＥＲＯメッセージコンクー富良野市いじめＺＥＲＯメッセージコンクールル

 傍
  観
  者
  そ
ん
な
あ
な
た
も

ぼ
う
 

か
ん
 

し
ゃ

い
じ
め
っ
子

いい
じ
め
の
根
絶
部
門
（
中
学
生
の
部

じ
め
の
根
絶
部
門
（
中
学
生
の
部
））

い
じ
め
Z
E
R
O
部
門

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

い
じ
め
だ
め
　
心
の
い
た
み
    

気
づ
い
て
ね
             松
本
  怜
 
れ

 生
 さ
ん（
小
２
）

お

優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

い
じ
め
ゼ
ロ
　
え
が
お
で
す
ご
そ
う
  

あ
た
た
か
く
             安
齋
  統
  真
 さ
ん（
小
１
）

と
う
 

ま

ふ
や
そ
う
よ
　
や
さ
し
い
こ
と
ば
  

お
も
い
や
り
         佐
々
木
  結
  花
 さ
ん
（
小
３
）

ゆ
い
 

か

さ
け
な
い
で
  あ
な
た
の
ゆ
う
き
が
 

す
く
い
の
手
            成
瀬
 も
も
よ
さ
ん（
小
４
）

き
づ
い
て
よ
　
き
づ
か
ぬ
う
ち
に

い
じ
め
て
る
   　
  　
 佐
藤
  姫
  菜
 さ
ん
（
小
５
）

ひ
 

な

見
直
し
て
　
言
っ
て
い
い
こ
と
 　
　
　

悪
い
こ
と
               芳
賀
  翔
  大
 さ
ん
（
小
６
）

し
ょ
う
 
た

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

な
く
そ
う
！
 い
じ
め
の
種
 増
や
そ
う
！
  

幸
せ
の
種
　
　
　
　
  石
上
  咲
  美
 さ
ん
（
中
２
）

さ
く
 

ら

優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

思
い
や
る
　
心
と
心
で
 

い
じ
め
な
し
　
　
　
川
瀬
  優
  太
  郎
 さ
ん
（
中
１
）

ゆ
う
 

た
 

ろ
う

救
え
な
い
　
見
て
見
ぬ
ふ
り
じ
ゃ
  

い
つ
ま
で
も
　
　
　
  伊
東
  菜
  月
 さ
ん
（
中
３
）

な
 

つ
き

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
Z
E
R
O
部
門

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

気
を
つ
け
て
　
ク
リ
ッ
ク
一
つ
  

や
み
の
中
            　
　
大
西
  翠
 さ
ん
（
小
４
）

み
ど
り

優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

そ
の
言
葉
　
う
っ
て
し
ま
え
ば
  

も
う
消
せ
な
い
 　
　
石
川
  愛
  衣
  未
 さ
ん
（
小
５
）

あ
 

い
 

み

本
当
に
　
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
い
の
    

考
え
て
                　
山
家
  夏
  音
 さ
ん
（
小
６
）

か
 

の
ん

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

気
を
付
け
て
　
便
利
は
危
険
の
  

す
ぐ
と
な
り
　
　
　
　
 小
畑
  遥
 さ
ん
（
中
１
）

は
る
か

優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

消
え
な
い
よ
　
送
っ
た
言
葉
  

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
     佐
藤
  瑞
  希
 さ
ん
（
中
１
）

み
ず
 

き

か
く
れ
て
る
　
情
報
の
裏
に

ひ
そ
む
罠
　
　
　
   杉
野
  華
 の
か

 美
 さ
ん
（
中
３
）

み

ク
リ
ッ
ク
で
　
近
づ
い
て
く
る

あ
ぶ
な
い
手
　
　
  　
 清
水
  涼
  平
 さ
ん（
中
３
）

り
ょ
う
 へ
い

齊藤  汀 
み

 桜 さん（小４）
お

今年の目標
バレーボールで５年生
レギュラーになりたい

ネ
ッ
ト
で
ね
・
書
い
て
い
い
の
は
・

ほ
め
言
葉

高橋  沙  羽 さん（小６）
さ わ

今年の目標
中学校に行ったら、勉
強と部活を頑張る

ネ
ッ
ト
で
の
　
軽
い
書
き
こ
み

重
い
き
ず

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
根
絶
部
門
（
小
学
生
の
部

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
根
絶
部
門
（
小
学
生
の
部
））

杉本  沙  季 さん（中３）
さ き

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
根
絶
部
門
・
ポ
ス
タ
ー
部
門

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
根
絶
部
門
・
ポ
ス
タ
ー
部
門
　

（
中
学
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
学
生
の
部
））

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
根
絶
部

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
根
絶
部
門門
（
小
学
生
の
部
）

（
小
学
生
の
部
）

鰹問 学校教育課　拶３９‐２３２０

奨

励

奨

励

賞賞

優
秀
優
秀
賞賞

いじめ・ネットトラブル根絶！メッセージコンクーいじめ・ネットトラブル根絶！メッセージコンクールル
上川管内入賞上川管内入賞者者

奨

励

奨

励

賞賞

北北

祝
入
選

祝
入
選

祝
入
選

祝
入
選

祝
入
選

奨

励

奨

励

賞賞

いじめ
ＺＺＥＥＲＲＯＯ
コンクール

ゼ
ロ
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北海道社会貢献賞
　

和６３年５月に山部厚生病院歯科に勤務されて
から２９年の長きにわたり、住民や学校歯科医

として子どもたちの診療に尽力され、平成１５年２月
に山部歯科クリニックを開設し、山部地域唯一の歯
科診療施設として診療に 邁  進 されました。平成19

まい しん

年４月からは、CT画像診断結果を用いたインプラ
ント治療を開始するなど地域医療に貢献された功
績が認められ、受賞されました。

昭

旭日単光章
　　    

和６２年５月に富良野市議会議員に当選され、
３期１２年にわたり、富良野市議会議員として

活躍されました。在職期間中は、建設常任委員会委
員として農村地区の生活道路の舗装化や丘陵地の
河川整備を推進し、経済常任委員会副委員長として
地場産品の付加価値の向上や、農業労働力の確保、
さらには富良野駅前の空き店舗対策に尽力される
など、これらの功績が認められ、受章されました。

昭

 海老名 利雄さん（８８歳）

地方自治功労

  髙  川   博  敏 さん（６５歳）
たか がわ ひろ とし

地域医療功労

藍綬褒章
　

和５３年に自衛官募集相談員を委嘱されてから
３９年の長きにわたり、多くの自衛隊入隊適齢

者情報を提供するとともに、対象者の入隊勧誘に尽
力されました。平成２４年からは富良野地区自衛官志
願推進協議会会長及び自衛官志願推進協議会道北
地区連合会理事として、自衛官募集及び就職援護業
務を支援する体制の確立に尽力されるなど、これら
の功績が認められ、受章されました。

昭

 中村  秀  治 さん（６９歳）
ひで はる

北海道社会貢献賞
　

和６０年２月から統計調査員として、西麓郷で
農業に従事するかたわら、農林業センサス調

査７回、北海道農業基本調査１２回、国勢調査７回、
住宅・土地統計調査５回、事業所・企業統計調査３
回、商業統計調査５回、サービス業基本調査、経済
センサス基礎調査、経済センサス活動調査各１回、
合計４２回の各種統計調査に尽力された功績が認め
られ、受賞されました。

昭

 頓所  豊  治 さん（７５歳）
とよ じ

統計功労

叙勲 表彰
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介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
い
て
も
、
自
宅
で
の
生
活
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
保
険
施
設
へ
の
入
所
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
こ
う
し
た
場
合
に
高
齢
者
の
方
が
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
る

市
内
の
共
同
生
活
住
居
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
高
齢
者
向
け
の
住
ま
い
と
介
護
保
険
に

よ
る
入
所
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
鰹問 
高
齢
者
福
祉
課
　
拶
３
９
‐
２
２
５
５

　
　
   ～
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

～
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
でで

健
康
で
生
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

　
　
　
   　
健
康
で
生
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
～～

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
め
ざ

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
め
ざ
しし
てて

シリーズ

Part３

介護保険により入所できる施介護保険により入所できる施設設　※要介護１から５の方が受けられます

高
齢
者
向
け
の
住
ま
い
と
　
　
　

　
　
　
　
　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
介
護
を
必
要

と
す
る
人
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
住
ま
い
、
医

療
、
介
護
、
予
防
、
生
活
支
援
の
各
分
野

が
連
携
し
支
援
す
る
仕
組
み
（
体
制
）
と

し
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
に
な
っ
て

も
健
康
で
生
き
い
き
と
生
活
で
き
る
健
康

寿
命
の
延
伸
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
要
介
護
と
な
ら
な
い
よ
う
に

健
康
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
介
護
予
防

や
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
す
。
し
か
し
、
加
齢
に
よ
り
身
体
機
能

が
衰
え
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
自
宅
で
の
生

活
を
続
け
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ

れ
で
も
、
自
宅
で
の
生
活
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
食
事
の
提
供
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
高
齢
者
向
け
の
住
ま
い
に
入

居
す
る
こ
と
も
一
つ
の
選
択
肢
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　
高
齢
者
向
け
の
住
ま
い
で
は
、
食
事
の

提
供
、
洗
濯
・
掃
除
な
ど
の
家
事
援
助
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
入
居
者
と
施
設
と
の
契

約
に
よ
り
受
け
ら
れ
、
要
介
護
認
定
を
受

け
た
方
は
、
外
部
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
（
施
設
に
併
設
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）
と
契
約
し
、
介
護
保
険
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
向
け
の
住
ま
い
で
も
、
特

定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
（
※
１
）
の
指

定
を
受
け
た
施
設
で
は
、
施
設
内
事
業
所

か
ら
直
接
、
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
施
設
の
利
用
料
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
で
決
め
ら
れ
、
利
用
者
が
利
用
す
る

サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

た
だ
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
報

酬
基
準
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
目
的
や
種

類
に
よ
り
老
人
保
健
法
や
介
護
保
険
法
な

ど
に
よ
り
施
設
設
置
基
準
な
ど
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、
施
設
に
よ
っ
て
入
所
対
象
者

介護老人福祉施設《特別養護老人ホーム》　
⇒要介護３以上（原則）の方が入所する生活施設

　定員　１２０人
 （ユニット型個室）

北の峯ハイツ

東雲町

拶２３ - １６１１

常に介護が必要で、自宅では生活ができない人が対象
の施設です。食事・入浴など日常生活の介護や健康管
理の提供を受けることができます。
原則、要介護３以上の方が入所できます。ただし、や
むを得ない事由がある場合は要介護１と２の方も入所
できます。

介護療養型医療施設（療養病床）　
⇒要介護1～5の医療が必要な方の療養施設

ふらの西病院

桂木町

拶２３ - ６６００

急性期の治療が終わり、病状は安定しているもの
の、介護やリハビリ、医療ケアが必要な人が対象
の施設です。介護体制の整った医療施設（病院）
で、医療や介護などを受けることができます。

※小規模老人保健施設として、平成30年4月にかわむら老人保健施設（定員２９人）が開設予定

に
つ
い
て
も
、
年
齢
や
要
介
護
度
に
よ
る

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
所
す
る
方
の

状
況
に
合
わ
せ
て
適
切
な
施
設
を
選
択
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

介護老人保健施設　
⇒要介護1～5の方にリハビリなどを提供し在宅復帰をめざす施設

介護老人保健施設ふらの

住吉町

拶２３ - ３９３３

病状が安定し、リハビリに重点をおいた介護が必
要な人が対象の施設です。在宅復帰を前提に医学
的な管理のもとで介護や看護、リハビリを受ける
ことができます。

　療養病床　２３床
　個　　室　３室
　４人部屋　５室

　定　　員　１００人
　個　　室　１０室
　２人部屋　７室
　４人部屋　１９室
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　　サービス付き高齢者向け住宅　　⇒60歳以上・または60歳未満の要介護・要支援認定者が対象

住戸　18戸

※外部サービス利用型特定施設入居者
　生活介護（※１）の指定あり
併設　訪問介護事業所、通所リハビリテー　
　　　ション、グループホーム

すえひろ

　末広町 

拶２２ - ８８２２

６０歳以上の単身・夫婦世帯を入居対象とし、住宅の広
さ、バリアフリー構造のほか、安否確認と生活相談が
必須のサービスとして提供されます。その他の介護・
医療サービスの内容は施設により異なります。要介護
認定を受けられた方は、別途、介護保険サービスを受
けることができます。
※「サービス付き」とは安否確認や生活相談のことで、
介護・医療サービスを示すものではありません。

住戸　３６戸
混合型特定施設入居者生活介護（※１）の指
定あり（施設職員による介護・看護サービス
を受けることができます）

さらさ富良野

幸 町

拶５６ - ７１６１

　　グループホーム《認知症対応型共同生活介護》　　⇒要支援２・要介護１～５の認知症のある方が対象

居室　１８室（個室）
ニチイケアセンターしののめ

東雲町　拶２２ - ８５５１
介護保険サービスである認知症対応型共同生活介護
によって、認知症の高齢者が、小規模な生活の場（１
ユニット９人の共同住居形態）に居住し、食事の支援、
掃除、洗濯などをグループホームの職員と共同で行い、
家庭的で落ち着いた雰囲気の中で共同での生活を送
　　　　　　　　　ることができる共同住宅です。
　　　　　　　　　※食費、日常生活費、居住費は、
　　　　　　　　　　介護保険とは別に負担するこ
　　　　　　　　　　とになります。

居室　１８室（個室）
グループホームふれあい・ふらの

北の峰町　拶２２ - ２３２３

居室　１８室（個室）
グループホームほがらか

春日町　拶２３ - ６８１１

居室　１８室（個室）
グループホームあんしん・ふらの

末広町　拶２２ - ８８３３

居室　１８室（個室）
ごりょうの丘グループホーム

下御料　拶２２ - ２１２３

　　住宅型有料老人ホーム　　⇒入居条件は各施設により異なります

居室　５１室
併設　訪問介護事業所
　　　居宅介護支援事業所

すまいるふらの

下御料

拶２２ - ２１２３

高齢者が入居し、入浴・排せつ・食事の介護、食事の
提供、洗濯・掃除などの家事、健康管理を提供するこ
とを目的とする施設です。要介
護認定を受けた方は、介護サー
ビス事業者と契約し、介護度や
健康状態に合わせた介護保険に
よる介護サービスを利用するこ
とができます。

居室　２８室
併設　訪問介護事業所

クレヨンハウス

北の峰町

拶２３ - ８５１１

居室　１９室
併設　訪問介護事業所かえで

かえで

春日町

拶５６ - ７７７８

　　養護老人ホーム　　⇒要介護1までの方が入所できます。他要件あり。

居室　１００室（個室）
※外部サービス利用型特定施設入　
居者生活介護（※１）の指定あり
併設　・デイサービスセンター　      
　　　・訪問介護事業所
　　　・居宅介護支援事業所

富良野市寿光園

山部北町

拶４２ - ２７２９

65歳以上の人で、環境上の理由及び経済的理由により居
宅での生活が困難な方が入所し、自立した生活を送るこ
とができるように食事や必要なケアなどを行う施設です。
養護老人ホームは、市の入所措置により入所決定する施
設で、申し込みは、地域包括支援センターになります。

※１　特定施設入居者生活介護（介護予防特定施設入居者生活介護）～要支援１から要介護５までの方が利用できます。
　　養護老人ホーム・有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅において、特定施設入居者生活介護（介護予防特
　　定施設入居者生活介護）の指定を受けている場合、入居している人が施設と契約してサービス計画にもとづき、食
　　事や介助・入浴などの介護サービスや生活機能の維持向上のための機能訓練を受けることができます。サービスは
　　包括型（一般型）と外部サービス利用型に区分されます。市内では、《富良野市寿光園》《すえひろ》《さらさ富良野》
　　の３施設が指定を受けています

　　　地域包括支援センター（保健センター２階）では、高齢者の総合相談を受け付けています。
　　　また、各施設の詳細については、各施設に直接問い合わせください。

高齢者向けの住ま高齢者向けの住まいい　

身体上おおむね自立した経済的・環境上の理由により入所できる施身体上おおむね自立した経済的・環境上の理由により入所できる施設設
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月
　
日
に
、
本
年
度
２
回
目
の
連
合
町
内
会
長
会
議
を
開
催

１１

２７

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
出
会
い
総
合
サ
ポ
ー
ト
室
に
お
け
る
出
会

い
イ
ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
除
雪
体
制
や
各
種
施
策
事

業
、
地
域
課
題
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
し
、
多
く
の
貴
重
な
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰹問 
市
民
協
働
課
　
拶
３
９
‐
２
３
１
１

平
成
　
年
度

２９第第
２２
回回

連連
合合
町町
内内
会会
長長
会会
議議

除
排
雪
に
つ
い
て

【
意
見
】

　
市
道
、
道
道
、
国
道
の
除
雪

の
段
差
の
処
理
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
樹
海
小
学
校
周
辺

の
歩
道
に
つ
い
て
も
除
雪
を
お

願
い
し
た
い
。

【
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
】

　
市
道
や
国
道
な
ど
の
段
差
に

つ
い
て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
で
き
る
だ
け
段
差
が
で
き

な
い
よ
う
に
除
雪
し
て
い
る
。

樹
海
小
学
校
の
歩
道
に
つ
い
て

は
、
適
時
に
除
雪
が
で
き
な
い

こ
と
は
あ
る
が
、
除
雪
を
実
施

し
て
い
く
。

【
意
見
】

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
参
加
者

か
ら
、
家
の
前
を
除
雪
し
た
後

に
除
雪
車
が
来
て
雪
を
置
い
て

い
く
な
ど
、
以
前
よ
り
も
除
雪

の
仕
方
が
悪
く
な
っ
た
と
い
う

話
を
聞
い
て
い
る
。
高
齢
化
社

会
に
お
い
て
、
高
齢
者
な
ど
に

対
す
る
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
も
あ
る
が
、
玄
関
先
に
雪
を

置
い
て
い
か
な
い
と
い
っ
た
配

慮
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
要
望
や
苦
情
は
町
内

会
長
を
通
し
て
市
に
連
絡
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
が

直
接
要
望
を
受
け
た
ほ
う
が
良

い
と
思
う
。

【
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
】

　
除
雪
に
対
す
る
要
望
に
つ
い

て
は
、
町
内
会
長
か
ら
ま
と
め

て
市
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で

き
る
。
町
内
会
長
が
対
応
し
き

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

個
々
の
要
望
に
つ
い
て
は
直
接

担
当
課
に
連
絡
し
て
い
た
だ
い

て
も
良
い
が
、
個
々
に
連
絡
い

た
だ
い
た
場
合
は
、
現
場
な
ど

が
混
乱
す
る
な

ど
し
て
逆
に
み

な
さ
ん
に
ご
迷

惑
を
か
け
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、

可
能
な
限
り
町

内
会
長
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

地
域
か
ら
の
提
案
・
要
望

【
意
見
】

　
高
齢
者
の
足
の
確
保
に
お
い

て
、
バ
ス
の
利
便
性
が
良
い
状

態
で
は
な
い
。
免
許
を
持
た
な

い
方
や
車
を
持
た
な
い
方
な
ど
、

高
齢
者
に
タ
ク
シ
ー
券
な
ど
の

交
付
は
で
き
な
い
も
の
か
。

【
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
】

　
高
齢
者
の
足
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
要
望
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
介
護
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方
な
ど
で
身
体
的
に
公

共
交
通
機
関
を
利
用
で
き
な
い

方
に
対
し
て
は
、
タ
ク
シ
ー
の

チ
ケ
ッ
ト
を
年
に
　
枚
交
付
し

２４

て
い
る
。

　
他
の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を

含
め
た
課
題
を
は
じ
め
、
市
全

体
に
お
け
る
総
合
的
な
検
討
が

必
要
に
な
る
と
と
も
に
、
介
護

保
険
事
業
計
画
の
中
に
お
い
て

も
検
討
を
進
め
て
お
り
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
今
後
ど
う
対
応
し
て

い
く
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
意
見
】

　
外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
鳥
沼
地

域
に
も
レ
ン
タ
カ
ー
が
増
え
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
外
国
人
が

一
時
停
止
を
守
っ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、 啓
 

け
い

 蒙
 し
て
ほ
し
い
。

も
う

【
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
】

　
レ
ン
タ
カ
ー
業
者
に
対
し
て

外
国
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設

置
す
る
な
ど
し
て
啓
蒙
し
て

い
る
。
標
識
に
つ
い
て
は
、
危

険
個
所
を
確
認
し
て
設
置
し
て

い
き
た
い
。

【
意
見
】

　
高
齢
者
が
増
え
、
施
設
入
所

や
書
類
の
作
成
な
ど
で
苦
し
ん

で
い
る
人
が
い
る
。
そ
う
い
っ

た
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

後
見
制
度
の
取
り
組
み
状
況
を

知
り
た
い
。

【
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
】

　
市
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
の
法
人
後
見
の
窓
口

を
伝
え
、
利
用
を
勧
め
て
い
る

が
、
高
齢
の
方
に
つ
い
て
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
相

談
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
障

が
い
の
あ
る
方
に
つ
い
て
も
、

福
祉
課
で
相
談
を
受
け
て
い
る
。

　
基
本
的
に
は
親
族
が
後
見
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
親

族
が
い
な
い
場
合
な
ど
は
、
市

長
名
で
後
見
人
の
申
請
を
行
っ

て
い
る
。
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今
年
は
作
曲
家
と
し
て
活
動

を
始
め
て
か
ら
　
周
年
を
迎
え

２５

る
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
受
賞

は
自
分
に
と
っ
て
も
記
念
す
べ

き
年
に
な
り
、　

年
と
い
う
節

２５

目
に
も
華
を
添
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
正
直
な
と
こ
ろ
、
平
井
さ
ん

が
病
に
倒
れ
た
と
き
は
、
平
井

さ
ん
の
体
の
こ
と
を
考
え
、
出

場
は
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
毎
日
自
分
の
と
こ
ろ

に
通
い
な
が
ら
本
番
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
頑
張
っ
た
こ
と
が
、
結
果

に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

～
熱
唱
し
た
平
井
さ
ん
～

　
初
め
て
「
札
幌
の
ひ
と
」
を

聴
い
た
と
き
に
「
こ
ん
な
に
す

ば
ら
し
い
歌
が
あ
っ
た
ん
だ
」

と
驚
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
自
分
は
声
の
キ
ー
が
高
く
、

ブ
ル
ー
ス
調
の
曲
に
は
不
向
き

だ
っ
た
の
で
、
島
さ
ん
に
キ
ー

を
合
わ
せ
て
も
ら
い
、
歌
の
ポ

イ
ン
ト
や
自
分
の
歌
う
癖
な
ど

を
少
し
ず
つ
直
し
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
宮
川
さ
ん
の
書
い

た
歌
詞
は
、
自
分
自
身
の
思
い

も
歌
で
表
現
で
き
る
と
と
も
に
、

聴
か
せ
ど
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
。

　
大
会
を
目
前
に
し
て
倒
れ
て

し
ま
い
１
週
間
で
体
重
が
５
㎏

ほ
ど
落
ち
て
周
囲
に
心
配
を
か

け
ま
し
た
が
、
全
国
大
会
当
日

は
、
こ
れ
ま
で
歌
っ
た
中
で
一

番
完
璧
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
月
　
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
第
　
回
日
本
大
衆
音
楽
祭
」

１０

１４

３３

で
、
平
井
英
二
さ
ん
が
歌
っ
た
「
札
幌
の
ひ
と
」
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
部

門
で
大
賞
に
輝
き
、
宮
川
靖
夫
さ
ん
（
作
詞
）、
島
強
さ
ん
（
作
曲
・

編
曲
）、
平
井
英
二
さ
ん
（
歌
唱
）
の
３
人
に
、
喜
び
の
声
を
聞
き
ま

し
た
。

ま
し
た
」
と
、
大
舞
台
で
す
ば

ら
し
い
曲
を
歌
う
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

～
作
詞
の
宮
川
さ
ん
～

　
島
さ
ん
の
も
と
で
歌
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
自
分
な
り
に

こ
れ
ま
で
　
曲
ぐ
ら
い
の
歌
詞

10

を
書
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
い

く
つ
か
の
歌
詞
を
島
さ
ん
に
見

て
も
ら
う
機
会
が
あ
り
、
そ
の

中
で
曲
を
つ
け
て
い
た
だ
い
た

の
が
「
札
幌
の
ひ
と
」
で
し
た
。

　
当
初
の
タ
イ
ト
ル
や
歌
詞
は

「
富
良
野
の
ひ
と
」
で
し
た
が
、

作
曲
す
る
際
に
曲
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
、
語
呂
を
合
せ
る
た

め
、「
札
幌
の
ひ
と
」
に
変
更
。

タ
イ
ト
ル
な
ど
は
変
わ
り
ま
し

た
が
、
歌
詞
は
富
良
野
の
人
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
自
分
の

思
っ
た
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
に

書
い
て
い
ま
す
。

～
作
曲
の
島
さ
ん
～

　
宮
川
さ
ん
が
書
い
た
歌
詞
に

「
ど
ん
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
合
う

の
か
」
と
考
え
、
ブ
ル
ー
ス
調

に
ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
3
日
間

く
ら
い
で
曲
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

オオオオオオオオオオ
ーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルル
富富富富富富富富富富
良良良良良良良良良良
野野野野野野野野野野

オ
ー
ル
富
良
野
ででででででででででで
掴掴掴掴掴掴掴掴掴掴 掴
 んんんんんんんんんん
だだだだだだだだだだ
ん
だ

つ
か

歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌
国国国国国国国国国国
体体体体体体体体体体
のののののののののの
頂頂頂頂頂頂頂頂頂頂

歌
国
体
の
頂
点点点点点点点点点点点

～
栄
冠
に
輝
く
ま
で
～

　
今
年
の
６
月
に
、
日
本
大
衆

音
楽
祭
の
全
道
大
会
が
富
良
野

市
で
数
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

地
元
開
催
と
い
う
こ
と
で
声
を

か
け
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
大
会
に
出
場
。
上
位

入
賞
を
狙
う
た
め
、
全
国
的
に

も
エ
ン
ト
リ
ー
数
の
少
な
い

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
門
」
に
挑
戦
す

る
こ
と
と
な
り
、
８
年
前
に
完

成
し
て
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン

グ
「
札
幌
の
ひ
と
」
を
平
井
さ

ん
が
熱
唱
し
、
全
国
へ
の
切
符

を
手
に
し
ま
し
た
。
全
国
大
会

で
は
、
レ
コ
ー
ド
会
社
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
な
ど
音
楽
の
プ
ロ
た

ち
が
審
査
員
と
し
て
見
つ
め
る

中
、
沖
縄
県
代
表
な
ど
レ
ベ
ル

の
高
い
３
つ
の
地
域
を
退
け
、

見
事
初
出
場
で
部
門
の
頂
点
に

輝
き
ま
し
た
。

　
テ
ー
プ
に
よ
る
審
査
か
ら
重

要
な
役
割
り
を
担
っ
た
平
井
さ

ん
は
、
大
会
間
近
ま
で
体
調
を

崩
し
な
が
ら
も
、
本
番
当
日
に

最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見

せ
「
歌
詞
・
楽
曲
・
歌
唱
力
の

３
つ
が
上
手
く
調
和
し
た
こ
と

で
、
栄
冠
に
輝
く
こ
と
が
で
き

平井 英二さん（６３歳）・左
カットハウス飛来を経営。歌う
ことが好きで、２０歳のころから
持ち前の歌唱力を活かし、各種
大会で数々の賞を受賞

島 強さん（７３歳）・中央
作曲家として歌唱指導などの
活動をはじめ、山部文化協会会
長を務めるなど、音楽を通じて
地域内外で活躍

宮川 靖夫さん（７８歳）・右
子どもに農業経営を移譲した
後、プライベートではカラオケ
をはじめ、仲間たちと趣味を楽
しむ日々を送る

▲練習の成果を発揮しな
がら、大舞台で熱唱する
平井さん
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う
な
一
文
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
と
て
も
あ
り
が
た
く
、

か
つ
、
ヒ
ン
ト
に
満
ち
溢

れ
た
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
を
考
え
る
際
、
地
域

で
集
ま
る
こ
と
は
当
然
で

す
が
、
地
域
外
で
地
域
を

考
え
知
る
・
気
づ
か
さ
れ

る
こ
と
も
や
は
り
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
最

近
、
私
の
中
で
こ
の
バ
ラ

ン
ス
が
少
々
崩
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
残
り
少
な
い

任
期
で
す
が
、

気
を
引
き
締

め
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

回
、
富
良
野
地
域
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
、
ふ
ら
の
未
来

農
業
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
７

の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ギ
フ
ト

シ
ョ
ー
で
、
ふ
ら
の
東
山

エ
リ
ア
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
応
募
作
品
を
展
示
し
、

多
く
の
方
々
と
出
会
い
ま

し
た
。

　
当
日
、
会
場
を
訪
れ
た

来
場
者
に
、
青
え
ん
ど
う

豆
の
試
食
と
と
も
に
「
東

山
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
、
次
の
よ

今

で
す
。

　
事
例
発
表
で
は
、
ふ

ら
の
み
ら
い
ら
ぼ
事
業

の
一
つ
「
サ
ウ
ン
ズ
＆

ム
ー
ビ
ー
ズ
～
ふ
ら
の

を
伝
え
る
～
」
で
、
小

学
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で

多
世
代
が
参
加
し

た
ラ
ジ
オ
番
組
制

作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
写
真
右
）
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、

農
家
さ
ん
や
お
店

の
経
営
者
、
自
治

体
の
職
員
な
ど
、

同
じ
地
域
で
活
躍

し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
方
々

の
活
動
内
容
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

日
、
市
役
所
で
開
催

さ
れ
た
「
か
み
か
わ

み
ら
い
会
議
　
南
部
地
域

in

（
上
川
総
合
振
興
局
主
催
・

写
真
左
）」
に
お
い
て
、
ラ

ジ
オ
を
利
用
し
た
地
域
交

流
活
動
に
つ
い
て
事
例
発

表
し
ま
し
た
。
人
口
減
少

問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、

将
来
の
上
川
地
域
の
持
続

的
な
発
展
を
図
る
た
め
、

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
や
企
業
の
若

手
職
員
が
集
い
、
と
も
に

学
び
情
報
交
換
す
る
機
会

先

と
て
も
ス
テ
キ
な
所
で
作
ら

れ
て
い
る
物
だ
と
わ
か
り
ま

し
た
。
景
色
か
ら
も
、
よ
り

お
い
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

味
だ
け
で
な
く
背
景
が
わ
か

る
と
そ
の
お
い
し
さ
が
も
っ

と
伝
わ
り
ま
し
た
。

《
回
答
者
》　

　
何
と
な
く
東
山
を
知
っ
て

　
い
る
　
代
女
性

５０

東東 山山

笠原伸笠原 伸介介さんさん

富良富良野野

浦田芳浦田 芳穂穂さんさん

 地
域
お
こ

地
域
お
こ
しし

協
力
隊
通

 　
協
力
隊
通
信信
唄唄

フェイスブックで情報
発信をしています

富良野市地域おこし協力隊

検  索 角フェイスブックを
　チェック！

地域おこし協力隊!地域おこし協力隊!!!
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　中富良野　

ウインターフェスティバル２０１８
　雪像と巨大滑り台、冬ならではのスポーツ
競技や雪を使った遊びなど、楽しいイベント
が盛りだくさん！フィナーレには夜空を彩
る花火が打ち上がります。子どもから大人ま
で冬を楽しみましょう。

と　き　２月１１日鰹日 
ところ　北星スキー場

鰹問 ウインターフェスティバル事務局
　（中富良野町教育委員会）　拶４４‐２２０４

　南富良野　

かなやま湖冬の風物詩
「氷上わかさぎ釣り」

　かなやま湖のわかさぎ釣りシーズンが到
来しました。町では釣り場の管理などを行っ
ていませんので、釣りをする場合は氷の厚さ
や周辺の状況を確認し、安全に注意して行っ
てください。寒さが厳しくなるこれからが本
番です。ぜひお越しください。

鰹問 南富良野町企画課商工観光係　拶５２‐２１１５

　占冠　

アイスキャンドルナイト
　極寒の占冠村に約１,０００個の「アイスキャン
ドル」が並び夜を灯します。会場にはピラ
ミッドキャンドルやチューブ滑り台、占冠グ
ルメ販売コーナー、アイスキャンドルコンテ
スト、花火大会なども開催しますので、ぜひ
お越しください。

と　き　２月１０日鰹土 　正午～午後８時
ところ　道の駅自然体験しむかっぷ

鰹問 NPO法人占冠・村づくり観光協会　拶３９‐８０１０

　上富良野　

かみふらの雪合戦大会
　選手の瞬時の判断と監督の采配が勝負の
鍵を握る、雪上で繰り広げられる熱い戦いが、
今年も雪まつり会場で開催されます。

と　き　２月４日鰹日 　受付午前９時３０分
ところ　日の出公園特設会場
申込み　１月２４日鰹水 までに１チーム１,０００円の
　　　　参加料を添えて申し込みください

鰹問 上富良野町教育振興課
　（社会教育総合センター）　拶４５‐５５１１

今月のテーマ

冬のイベント

ちょっくら

となりまち

ふらのワインの

  ひみつ
このコーナーでは、ふらのワインに関するさまざまな情報を提供していきます

　　今月のテーマは…

　  ワインの原料「ぶどう」について漁

冬の畑作業
 　11月いっぱいでぶどうの樹の 剪  定 作業は終了し

せん てい

ますが、まだ畑の作業が残っています。アイスワ

イン用のぶどうの管理を引き続き行います。アイ

スワインは、自然条件下の樹上で凍結したぶどう

を 搾  汁 し、糖度の高い果汁を発酵させて造った
さく じゅう

 極 
ごく

甘口のデザートワインです。日本国内では、「ふら

のワイン」と「十勝ワイン」だけが造ることので

きる、希少なワインです。

　収穫は外気温が－８℃ 以下を２４時間以上経過し

た後に行うため、収穫日まで垣根の雪下ろしや除

雪作業、アライグマの食害被害対策を行うなど、

手間暇かけて管理します。

　収穫は通常１月に行いますが、過去には１２

月に収穫したり、気温が下がらずアイスワイ

ンの製造を断念した年もあります。自然に逆

らうことはできませんが、ふらのらしいワイ

ンを造るため、今年も製造準備を進めています。

　アイスワイン用のぶどうの収穫は誰でも体

験できます。体験を希望される方は、ふらの

ワインのホームページ、またはフェイスブッ

クをご覧ください。収穫前日の夕方に実施の

有無をお知らせします。

▼

12月上旬のぶどう畑
垣根の間やネット上に積もった雪
を定期的に除雪して、収穫に備える

▼

ア
イ
ス
ワ
イ
ン
 Ｆ
ル
ー
ジ
ュ

▼

アライグマに食害されたぶどうの樹
雪の中を突き進み、ネットの下をこじ開けて手の届
くぶどうを食害されるため、捕獲カゴの設置や、こ
じ開けられたネットの補修作業を収穫日まで続ける

▼

１０月下旬にネットを設置
冬の収穫までの間、鳥獣被害を軽減
するため、垣根にネットを設置する
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注目の本！

「子離れ」を決意できますか
? 全国のお母さんがその「さ
みしさ、ためらい、喜び」を
 綴 ったリアル体験談１０１編を
つづ

紹介します。描き下ろし漫画
も掲載。『毎日新聞』連載に
加筆し書籍化。

卒母のススメ
西原 理恵子＋卒母―ズ

◆開館時間　

 《火・木曜日》　
　午前１０時～午後６時

 《水・金曜日》　
　午前１０時～午後７時

 《土・日曜日》　　
　午前９時～午後５時

◆１月の休館日

　毎週月曜日
　１日鰹月 ～５日鰹金 
　２６日鰹金 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

一般書 NEW

はやく六十歳になりなさい
/ 西田 文郎

呼吸器の子 / 松永 正訓

日本遺産殺人ルート 
/ 西村 京太郎

児童書 NEW

おなかのなかで  / 島野 雫

ＩＭＡＧＩＮＥ　イマジン(想像)
/ ジャン・ジュリアン

たのしいローマ数字 
/ エドワード・ミラー

展示・イベント

【２階多目的ホール】

　おはなし会　　　　　　　１月１３日鰹土 　午前10時30分

　※英語のおはなし会はお休みします

【１階読み聞かせコーナー】

　どんぐりおはなし会　　　１月１７日鰹水 ・２４日鰹水 ・３１日鰹水 　
　　　　　　　　　　　　　午後３時（１０日はお休みします）

ＢＯＯＫＳ

図書館のホームページもご覧ください

富良野図書館 検  索

シ
リ
ー
ズ

鰹鰹問問 
商
工
観
光
課

商
工
観
光
課
　
拶拶
３
９
３
９
 

--

 
２
３
１
２

２
３
１
２

鰹問 
商
工
観
光
課
　
拶
３
９
 

-

 
２
３
１
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■■

基
幹
産
業
・
観
光
を
考
え

基
幹
産
業
・
観
光
を
考
え
るる
荊荊

新
し
い
観
光
振
興
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

　
富
良
野
観
光
推
進
の
指
針
と
な
る
「
観
光
振
興
計
画
」
の
計
画
期

間
が
、
今
年
度
末
ま
で
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
現
在
、
来
年
度
以
降

の
観
光
振
興
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
計
画
の
計
画
期
間
は
　
年
間
。
こ
の
　
年
間
で
外
国
人
観
光
客

１０

１０

が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
環
境
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
計
画
で
は
、

実
施
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
の
計
画
期
間
を
３
年
と
し
、
富
良
野
観
光
の
魂
と
も
い
う

べ
き
不
変
的
な
も
の
は
現
計
画
を
 踏
  襲
 し
、
情
勢
変
化
に
対
応
す
る
新
た
な
内
容
を
盛
り
込
む

と
う
 し
ゅ
う

方
針
で
す
。

実　績目　標主な計画項目

７６万泊（平成２７年度）
６５万泊（平成２８年度）

７０万泊観光客の宿泊延べ数

１３万泊（平成２８年度）７万泊外国人宿泊延べ数

２.９万円
（平成２５年観光経済調査）

４万円宿泊客消費単価

現観光振興計画の主な計画項目の推進状況

主
な
課
題

・
季
節
偏
差
の
あ
る
観
光
宿
泊
の
通
年
平
準
化

・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
観
光
事
業
者
の
担
い
手
不
足

・
観
光
振
興
対
策
を
行
う
た
め
の
財
源
確
保

・
増
加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
へ
の
対
応

・
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
対
応
（
電
子
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

　
し
た
観
光
商
品
及
び
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）

・
魅
力
的
な
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
空
間
形
成

・
宿
泊
連
泊
の
減
少
や
宿
泊
満
足
度
の
低
下
な
ど

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

～
２
月
　
若
手
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
、
観
光
戦
略
会
議

　
　
　
　（
市
役
所
、
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
）
に
お
い
て
議

　
　
　
　
論
を
重
ね
、
素
案
を
策
定

２
月
～
　
市
民
向
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
素
案
周
知
）

３
月
～
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
広
報
ふ
ら
の
３
月
号
に
お

　
　
　
　
い
て
計
画
素
案
を
周
知
）

４
月
　
　
計
画
策
定
・
周
知

「どくしょのきろく（読書通帳）」配布中！

希望される方は、利用者カードを持参の上、

窓口までお越しください。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、虚住所許氏名距電話番号鋸お子さん

の名前（ふりがな）と年齢漁簡単なコメント

を添えて、持参・郵送・メールのいずれかの

方法で「広報ふらの」までお寄せください。▲

メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp

新しい家族が増えまし新しい家族が増えましたた !!!!

左か左からら

髙髙澤澤 優那 優  那 さんさん    (３カ月)(３カ月)　瑞穂町瑞穂町
ゆうゆう なな

　　杏 杏 
ああんん

那 那 さんさん    (２歳)(２歳)
なな

　

▲

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
親
子
で
ふ
れ
合

い
な
が
ら
、
育
児
を
行
っ
て
い
る
「
ふ
ら

の
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
は
、
２
歳
か
ら
就
学
前

の
親
子
が
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
に
、
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
横
）

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
が
と
て
も
広
い
の
で
、
最
初
は
準

備
運
動
を
兼
ね
て
、
子
ど
も
た
ち
に
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
の
雰
囲
気
に
慣
れ
て
も
ら
う

た
め
、
自
由
に
ボ
ー
ル
遊
び
や
フ
ラ
フ
ー

プ
遊
び
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、
約
５

分
間
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
「
ガ
ラ
ガ
ラ
ヘ
ビ

が
や
っ
て
く
る
」
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
、

親
子
で
会
場
内
を
ぐ
る
ぐ
る
と
走
り

回
っ
て
体
力
づ
く

り
。
子
ど
も
た
ち

は
徐
々
に
心
を
開

放
し
、
マ
マ
や
パ

パ
に
負
け
な
い
よ

う
元
気
に
走
り
回

り
ま
す
が
、
時
間

が
経
つ
に
つ
れ
体

力
が
な
く
な
り
、

ふふふふふふふふふふ
らららららららららら
のののののののののの
っっっっっっっっっっ
ここここここここここ
クククククククククク
ララララララララララ

　
ふ
ら
の
っ
こ
ク
ラ
ブブブブブブブブブブブ

　
　
鰹問 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
 （
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
） 
            

拶
３
９
‐
２
３
３
５

最
終
的
に
は
抱
っ

こ
や
お
ん
ぶ
さ
れ

な
が
ら
、
マ
マ
や
パ
パ
が
一
生
懸
命
走
っ

て
い
る
姿
が
見
ら
れ
、
親
に
と
っ
て
は
日

ご
ろ
の
運
動
不
足
の
解
消
に
一
役
買
っ

て
い
る
ふ
ら
の
っ
こ
ク
ラ
ブ
で
す
。
ま
た
、

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
平
均
台
や
玉
入
れ

を
競
い
合
い
、
子
ど
も
た
ち
同
士
で
「
●

●
ち
ゃ
ん
早
く
！
」
「
頑
張
っ
て
！
」
な

ど
と
応
援
し
な
が
ら
心
を
通
わ
せ
、
最
後

は
「
バ
ル
ー
ン
遊
び
」
や
体
幹
が
鍛
え
ら

れ
る
「
 雑
  巾
 が
け
」
を
行
う
な
ど
、
毎
回
、

ぞ
う
 
き
ん

少
し
ず
つ
種
目
を
変

え
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
、
初

参
加
の
親
子
２
組
を

含
め
、
９
組
の
親
子

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
活
動
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
次
の

と
お
り
で
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹木 

１８

　
　
　
　
２
月
１
日
鰹木 
・
　
日
鰹木 

１５

　
　
　
　
３
月
１
日
鰹木 
・
　
日
鰹木 

１５

　
　
　
　
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

１５

と
こ
ろ
　
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

　
　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
横
）

対
　
象
　
２
歳
か
ら
就
学
前
の
親
子

　
　
　
※
保
育
所
・
幼
稚
園
入
所
児
は
対
象
外

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
不
要

活動スケジュール
（１月～３月）

今年、お姉ちゃんになります今年、お姉ちゃんになります！！

中瀬結衣中瀬  結  衣 さんさん    ((３歳３歳) 瑞穂町)　瑞穂町

ゆゆ いい

▲バルーン遊▲バルーン遊びび
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ズームアップ

まちのできごと

▼聞いて話せるつながりづくり
まぜて、フォーラム　１１月２６日鰹日 

どもから高齢者まで、一人ひとりがまちの主

役として、聞いて話せるつながりをつくるた

め、一般社団法人富良野デザイン会議暮しステー

ションなどで構成する実行委員会が、文部科学省

の高齢者による地域活性化促進事業を活用し「ま

ぜて、フォーラム」を開催しました。少子高齢化

の中、さまざまな世代が積極的に地域で活動して

子

▼英語で注文できたよ
英語deマクドナルド　１１月２８日鰹火 

しみながら英語に親しんでもらおうと、富良

野市立富良野小学校の５年生と保護者が「英

語deマクドナルド」に挑戦しました。児童９５人と

保護者がマクドナルド３８号富良野店を訪れ、店員

に 扮 した外国語指導助手に「アイドゥライクハン
ふん

バーガー」などと、 流  暢 に英語で注文する子ども
りゅう ちょう

たち。早速、手にしたハンバーガーをほおばる横で、

見守っていた保護者からも笑顔がこぼれていました。

楽

いる団体などの事例発表や、小学生から９０歳代の

参加者約６０人がグループに分かれて「より良い年

の重ね方」をテーマに話し合い、お互いの言葉に

耳を傾けました。同実行委員会では、１２月２４日に

東京大学で開催される全国ネットワーク東京

フォーラムで今回の成果を発表し、今後も世代を

越えた「つながりづくり」を模索していきます。

▼能登市長 次期市長選に
立候補しない意向を表明

平成２９年第４回定例会　１２月６日鰹水 ～１８日鰹月 

４回定例会の最終日、能登芳昭市長（７８歳）

が、任期満了にともなう富良野市長選挙に立

候補しない意向を表明しました。能登市長は「誠

実、行動、変わらぬ信念を 旨 として、市議会、市民
むね

の協力により身の丈にあった予算執行のため、全力

を傾注してきました」と述べ、３期１２年を振り返り

ました。次期市長選挙は４月１５日告示、４月２２日投

開票の日程で行われます。

第
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ズームアップ

まちのできごと

▼西脇市と友好の絆深める
第４０回西脇子午線マラソン大会　１２月１０日鰹日 

好都市の兵庫県西脇市で開催された西脇子午

線マラソン大会の派遣選手として、自衛隊員

の 黍 
きび

 田 
た

 光  成 さん（写真左）と農業に従事する前多
こう せい

 匠 さん（右）がハーフマラソンに出場し、完走を
たくみ

果たしました。黍田さんと前多さんは「へそが取

り持つ縁で参加でき、貴重な体験をすることがで

きました。今後は一市民として西脇市との友好を

深めていきたいです」と話していました。

友
▼保育所５０歳 おめでとう！

富良野市立東山保育所第５０回発表会　１２月２日鰹土 

和４３年に開所し、園児１６人が通う東山保育所

で、第５０回発表会が同保育所遊戯室で開催さ

れました。開所５０年を記念して、保育士が東山の

自然の豊かさや、子どもたちが楽しく過ごす保育

所での生活を歌詞に込め、作詞作曲した「東山保

育所５０歳の歌」を、４歳と５歳の園児が披露し節

目を祝いました。また、子どもたちを喜ばせようと、

父母も遊戯や楽器演奏を披露しました。

昭

▼ともに考え学び合おう
第１１回子ども未来づくりフォーラム　１１月２９日鰹水 

々の学習活動や集団活動などから、調べたり

学んだりしたことを一堂に会して発表する、

子ども未来づくりフォーラムが文化会館で開催さ

れ、市内９校の児童たちが、農業の担い手不足や

地域振興策などについて、自分たちの考えを発表

しました。富良野市立布部小学校の児童は、地域

内に人を呼び込むためのサイクリングロードの提

案や、ＪＲとバスの利便性向上などを提言しました。

日

ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

▼力を合わせてフォールを奪え
北都プロレスinやまべ　１２月２日鰹土 

部まちおこしネットワークが主催する北都プ

ロレスinやまべが、山部福祉センターで開催

され、約１５０人がユーモアと迫力たっぷりのプロレ

スを楽しみました。当日はシングルマッチやバト

ルロイヤルなど５試合が行われ、大技が出るたび

歓声が巻き起こりました。また、ゴング前にはち

びっこプロレスも行われ、覆面レスラーから

フォールを奪おうと、子どもたちが奮闘しました。

山
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　新成人のみなさんへ

２０歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったときや、いざというときの生
活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られた
仕組みです。具体的には、若いときに公的年金に加入し
保険料を納め続けることで、年をとったときや、病気や
ケガで障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなった
ときに、年金を受け取ることができる制度です。

国民年金のポイント

虚将来の大きな支えになります
　国民年金は２０歳から６０歳までの方が加入し、保険料を
納める制度です。国が責任をもって運営し、年金の給付
は生涯にわたって保障されます。
許老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほかに障
害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や事故
で障がいが残ったときに受け取ることができます。また
遺族年金は、加入者が死亡した場合にその加入者により
生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）
が受け取ることができます。

　人間の体の約６０％は水分で、体重の約２０％の水

分を失うと命に関わると言われ、生命活動にとっ

て水分は重要な役割を担っています。主な役割と

しては、体内に摂り入れた栄養素や酸素の運搬、

老廃物の排せつを行います。この他にも、代謝の

一環である化学反応の基盤にもなり、発汗による

体温調節も行います。このように水分は生きてい

く上で欠かすことができません。夏場と同じく冬

場の水分補給も重要です。

●水分補給は“水や麦茶”

　カフェインを多く含む、コーヒーやお茶などに

は水分を排出しやすくする利尿作用があります。

また、スポーツ飲料は体の成分に近いので吸収は

速いですが、飲みすぎると糖分の摂りすぎになり

ます。そのためカフェインが少ない麦

茶で、水分補給をしましょう。

●１日の摂取量と温度は？

　１日に体外に排出される水分量は２

Ｌから２.５Ｌと言われています。食べ物からも水分

摂取されるため、１日１Ｌから１.５Ｌを意識して水

分補給をしましょう。

※ただし、治療中で水分制限がある方は、主治医

　の指示に従ってください

　また、冷たい水は、体を冷やしてしまいます。

常温、またはぬるま湯に近い状態で摂取しましょう。

●感染症対策にも水分補給を

　風邪やインフルエンザなどの感染症の原因とな

るウイルスは、乾燥した状態で活発に活動します。

逆に、湿度が５０％以上になると活動が急激に低下

します。水分補給は、喉や鼻の粘膜を潤してウイ

ルスの侵入を防ぐと同時に、侵入したウイルスを

 痰 や鼻水によって体外に排出する作用を助けてく
たん

れます。うがい、手洗いに加えて「水分補給」も

大事な予防策の一つです。

　冬は気温が低く汗をかきづらいので、水分補給

するタイミングを失いがちです。特に、高齢にな

ると、体全体の水分量の減少や、口の渇きを感じ

る「 口  渇 
こう かつ

 中  枢 」の減退などがあり脱水になりやす
ちゅう すう

くなります。こまめに水分補給をするように心が

けましょう。

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２８年１月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通
帳・年金手帳・マイナンバーがわかるものなどです。

（この他に戸籍謄本や住民票などが必要になる場合があります）

意識して水分補給をしましょう

今月のテーマは

学生納付特例制度

　学生本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険
料の納付が猶予される「学生納付特例制度」がありま
す。対象は学校教育法に規定する大学（大学院）、短
期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種
学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大
学の日本分校に在学する方です。くわしくは、市民課
市民年金係、または年金事務所まで問い合わせください。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民課市民年金係　拶３９‐２３０１

こんにちは

保健師です！

麦
茶
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所に置いてあ

ります。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　　

拶３９‐１１６６

 　月～金曜日　 　      
午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌五月人五月人形形捌捌オルガオルガンン

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌ベビー用バウンサベビー用バウンサーー

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー

環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

有料動画サイト

　　昨日、携帯電話に大手通販業者から「有料

　　動画の未納料金が発生しています。本日中

に連絡なき場合、法的処置に移行します」と

ショートメッセージが届いた。下には連絡先の

番号が書かれているが、この業者を利用したこ

とはない。どうしたら良いか。

　　話の内容から、架空請求と思われるので

　　メールは無視し削除するよう伝えました。

この業者については消費者庁のホームページ

で、実際に存在する「アマゾンジャパン合同会

社」になりすまし、アマゾン・アマゾンジャパ

ン相談係・アマゾンサポートセンター・アマゾ

ン受付センターなどと名乗り架空請求を行っ

ていたので、消費者安全法第３８条第１項の規定

にもとづき、情報を公表しています。

※消費者安全法第３８条第１項の規定とは…

「行政機関、地方公共団体、国民生活センターは、

被害の拡大するおそれのある『消費者事故等』

については『直ちに』国に通知しなければなら

ない」という規定によって、国は消費者被害の

発生、または拡大の防止を図るために、注意喚

起を必要とするときは、消費者事故などを公表

することになっています。「財産に関する事故」

も「消費者事故等」となります。　

Ｑ

A
ごみの行方（ペットボトル）

　収集された「ペットボトル」は、プラスチッ
ク類と同様、中富良野町の「富良野生活圏資源
回収センター」に運ばれ、選別・圧縮を行いま
す。その後、苫小牧市の工場に運ばれ、ペット
ボトルの材料や再利用品に生まれ変わります。
　ペットボトルを出す際は、「キャップ」と「ラ
ベル」をはずしてから出してください。キャッ
プをはずした後に残るリングは、無理にはずす
必要はありません。そのまま出してください。

虚虚

許許

距距

ペットボトル
の出し方

「キャップ」「ラベル」
はプラスチック類専
用袋へ

「容器」はペッ「容器」はペットト
ボトル専用袋ボトル専用袋へへ

ご協力を
　お願いします！

　平成２ ９年４月から、上記のとおりペットボト
ルの「キャップ」と「ラベル」の分別をお願いし
てきましたが、みなさんのご協力により、９0%以
上が分別されています。
　今後も「分ければ資源、混ぜればごみ」を合言
葉に、分別にご協力をお願いします。
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 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

子
育
て
支
援
環
境
整
備

事
業
を
活
用
く
だ
さ
い

　
市
内
の
事
業
所
や
お
店
が
、

授
乳
や
オ
ム
ツ
替
え
な
ど
の
た

め
に
設
備
及
び
施
設
を
整
備
し

た
り
、
備
品
な
ど
を
購
入
す
る

場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

助
成
基
準
　
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
（
上
限
　
万
円
）

２０

※
く
わ
し
く
は
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

拶
３
９
‐
２
２
２
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
事
業
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

　
授
乳
や
オ
ム
ツ
交
換
す
る
場

所
を
利
用
で
き
る
施
設
を
「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
と
呼
び
、
現
在

市
内
で
　
施
設
が
登
録
し
て
い

２３

ま
す
。

　
公
共
施
設
だ
け
で
は
な
く
民

間
施
設
も
登
録
し
、
社
会
全
体

で
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
お
店
や
事

業
所
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
基
準

虚
オ
ム
ツ
交
換
場
所
の
提
供

許
授
乳
ス
ペ
ー
ス
の
提
供

距
手
洗
い
場
所
の
提
供

鋸
暖
房
設
備
の
提
供

鰹問 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

拶
３
９
‐
２
３
３
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
受
付

　
富
良
野
市
が
平
成
　
年
度
に

３０

発
注
す
る
工
事
請
負
契
約
な
ど

の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
の
資
格
審
査
申
請
書
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
昨
年
の
申
請
時
に
お

い
て
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い

な
か
っ
た
方
を
対
象
と
し
た
追

加
受
付
で
す
。
資
格
の
有
効
期

間
は
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら

３０

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
で
す
。

３１

３１

申
請
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ごみＱ＆Ａ

１月号

Ｑ．カップ麺の容器をプラ
スチック類で出したら、警
告シールが貼られて残さ
れました。カップ麺の容器
はすべてプラスチック類
ではないのですか？

Ａ．カップ麺の容器にはプラ
マークがついている「プラス
チック製容器」と紙でできて
いる「紙製容器」があり、プ
ラスチック製容器は「プラス
チック類」、紙製容器は「固形
燃料ごみ」になります。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
細

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
付
項
目

虚
建
設
工
事

許
建
設
工
事
に
係
る
設
計
・
測

量
等
業
務
　

距
下
水
道
処
理
場
の
委
託
業
務

鋸
除
排
雪
の
委
託
業
務

漁
砂
利
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
、
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
、

木
材
な
ど
の
物
品
購
入

禦
除
雪
車

受
付
期
間
　

　
１
月
　
日
鰹火 
～
２
月
　
日
鰹金 

１６

１６

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

提
出
書
類
　
　

　
市
町
村
統
一
様
式
【
（
一
社
）

北
海
道
土
木
協
会
な
ど
が
発
行

し
て
い
る
申
請
書
】、
登
記
事
項

証
明
書
、
各
種
証
明
書
、
納
税

証
明
書
、　

円
切
手
貼
付
の
返

８２

信
用
封
筒
、
誓
約
書
（
富
良
野

このページは広告料収入で作成しています

広告

広報ふらのに広告
を掲載しませんか

　市では、「広報ふ
らの」の「くらし
の情報」下段に有
料広告を掲載して
います。会社やお
店の宣伝にご利用
ください。

鰹問 企画振興課

拶３９-２３０４

ありがとうございます

株式会社 河村ビル開発
代表取締役会長 河村 有泰さん 
（中心市街地活性化事業へ）
　　　　　　　金５００万円

寄 付

カップの側カップの側面面のの
表記を確認す表記を確認するる

革革
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市
様
式
）
な
ど
。

　
物
品
・
除
排
雪
は
、
富
良
野

市
独
自
様
式
。
登
記
事
項
証
明

書
・
各
種
証
明
書
な
ど
は
コ

ピ
ー
可
、
証
明
日
か
ら
3
カ
月

以
内
で
あ
る
こ
と
。

※
Ａ
４
の
紙
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

経
営
事
項
審
査
に
つ
い
て

　
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

の
有
効
期
間
は
基
準
日
か
ら
１

年
７
カ
月
で
す
。
入
札
参
加
資

格
審
査
後
、
経
営
事
項
審
査
の

更
新
や
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
都
度
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
入

札
に
参
加
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

鰹問 
財
政
課
　拶

３
９
‐
２
３
０
６

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

臨
時
職
員
募
集

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
方
　

募
集
人
数
　
労
務
職
３
人

※
フ
ル
タ
イ
ム
２
人
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
１
人

勤
務
場
所
　
市
内
小
学
校
、
ま

た
は
中
学
校
　

報
　
酬

虚
フ
ル
タ
イ
ム

　
日
給
６
８
７
０
円
、
片
道
２

㎞

以
上
通
勤
手
当
、
社
会
保

険
・
雇
用
保
険
加
入

許
パ
ー
ト
タ
イ
ム
　

　
時
給
８
８
６
円
、
片
道
２
㎞

以
上
通
勤
手
当
、
雇
用
保
険
加

入作
業
内
容
　
草
刈
り
、
除
雪
、

清
掃
、
給
食
配
付
、
小
規
模
修

繕
な
ど

採
用
期
間
　
平
成
　
年
４
月
１

３０

日
か
ら
平
成
　
年
　
月
　
日

３０

１２

３１

応
募
方
法
　
平
成
　
年
１
月
　

３０

３１

日
鰹水 
ま
で
に
学
校
教
育
課
に
あ

る
申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
込
後
、
面
接
を
行
い
選
考

し
ま
す
。

鰹問 
学
校
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
２
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
学
童
保
育
セ

３０

ン
タ
ー
入
所
児
童
を
募
集

募
集
施
設
　
緑
町
・
桂
木
・
麻

町
・
北
の
峰
・
東
部
学
童
保
育

セ
ン
タ
ー

保
育
時
間
　【
月
～
金
曜
日
】

　
午
後
１
時
～
６
時

【
夏
・
冬
・
春
休
み
、
土
曜
日
、

臨
時
休
校
日
】

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
６
時

３０

利
用
料
　
月
額
　
１
５
０
０
円

入
所
基
準
　
小
学
校
１
～
６
年

生
で
、
放
課
後
保
護
者
が
就
労

な
ど
で
保
育
で
き
な
い
児
童

（
た
だ
し
、
小
学
校
４
～
６
年
生

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）

申
込
み
　
１
月
９
日
鰹火 
～
　
日
２６

鰹金 
ま
で
に
社
会
教
育
課
、
各
学

童
保
育
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込

書
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
各
施
設
定
員
を

超
え
た
場
合
、
他

の
学
童
保
育
セ
ン

タ
ー
を
選
択
、
ま

た
は
居
住
地
域
に

よ
り
、
入
所
調
整
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
継
続
す
る
児
童
も
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

朝朝日日ヶヶ丘丘公公園園
ククロロススカカンントトリリーーココーースス

利用期間　

３月３１日鰹土 まで
利用料金　無料

鰹問 市民協働課　拶３９‐２３１１

富良野市制五十年史富良野市制五十年史をを
販売していま販売していますす
　

富良野市誕生から５０年の歩みをつづった

「富良野市制五十年史」を販売しています。

これまで刻まれてきた歴史を五十年史で

振り返ってみませんか。

料　金　3,000円（税込）

販売所　市役所企画振興課（２階）

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４

 富良野塾ＯＢユニット公演２０１８

  二人の天使
        作 小林 彰夫/演出 太田 竜介

出　演　大山 茂樹　松本 りき　
　　　　東 誠一郎　富 由美子

と　き　１月１８日鰹木 /午後７時
　　    １月２０日鰹土 ・２１日鰹日 /午後２時
　　　　（３０分前開場/全席自由）

ところ　富良野演劇工場

託　児　無料託児あり（３日前までに要予約※先着５人）

送　迎　無料送迎あり（開演１時間前出発、３日前まで
　　　　に要予約、駅前発～文化会館～北の峰基線経由）

前売券　一般1,500円（当日券５００円増）
　　　　小中高生５００円
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください

販売所　富良野演劇工場・文化会館・しのはら洋装店

予約/問合せ　富良野演劇工場　拶３９‐０３３３
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

嘱
託
職
員
募
集

◆
富
良
野
市
交
通
安
全
指
導
員
（
１
人
）

応
募
資
格
　
市
民
も
し
く
は
、

市
内
に
居
住
可
能
な
方
で
、　６５

歳
以
下
の
普
通
自
動
車
免
許
を

有
す
る
方

採
用
期
間
　
平
成
　
年
２
月
１

３０

日
～
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

３１

３１

（
再
度
の
任
用
制
度
あ
り
）

勤
務
時
間
　
富
良
野
小
学
校
の

登
校
日
の
午
前
７
時
　
分
～
午

２５

前
８
時
　
分
、
午
後
２
時
　
分

２５

２５

～
午
後
３
時
　
分
２５

※
時
間
は
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

休
　
日
　
基
本
は
土
・
日
曜
日
、

富
良
野
小
学
校
の
休
日

勤
務
内
容
　
児
童
登
下
校
時
の

交
通
指
導
（
道
路
横
断
時
の
指

導
）
や
、
富
良
野
市
交
通
安
全

指
導
員
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
時
の

業
務
な
ど

報
　
酬
　
１
回
１
５
０
０
円

（
登
下
校
で
１
日
3
0
0
0
円
）

※
健
康
保
険
・
雇
用
保
険
の
加

入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
方
法
　
平
成
　
年
１
月
　

３０

１９

日
鰹金 
ま
で
に
履
歴
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
　
面
接
試
験
（
く
わ

し
く
は
申
込
者
に
連
絡
し
ま
す
）

鰹問 
市
民
協
働
課
　

拶
３
９
‐
２
３
１
１

◆
放
課
後
子
ど
も
教
室
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
１
人
）

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
市
民

で
、　

歳
未
満
の
普
通
自
動
車

６５

免
許
を
有
す
る
方

採
用
期
間
　
平
成
　
年
４
月
１

３０

日
～
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

３１

３１

（
再
度
の
任
用
制
度
あ
り
）

勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
の
放

課
後
子
ど
も
教
室
開
室
日
の
午

前
　
時
か
ら
午
後
５
時
　
分
の

１０

３０

間
で
、
週
　
時
間
（
閉
室
日
の

２９

勤
務
時
間
は
別
途
定
め
ま
す
）

休
　
日
　
基
本
は
土
・
日
曜
日
、

祝
日

勤
務
場
所
　
山
部
小
学
校
及
び

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

勤
務
内
容
　
山
部
地
区
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
運
営
全
般

報
　
酬
　
月
額
１
１
７
５
０
０
円

※
有
給
休
暇
制
度
、
片
道
２
㎞

以
上
通
勤
手
当
（
上
限
あ
り
）、

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
厚
生

年
金
加
入

応
募
方
法
　
平
成
　
年
１
月
　

３０

１９

日
鰹金 
ま
で
に
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
込
票
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

試
験
（
日
程
は
別
途
連
絡
し
ま

す
）

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集

　
在
日
外
国
人
小
学
生
と
活
動

を
と
も
に
し
、
言
語
や
習
慣
な

ど
の
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
「
ヨ
ロ
ン
島
」
に
行
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
３
月
　
日
鰹月 
～
４
月

２６

１
日
鰹日 
（
６
泊
７
日
）

相続登記はお済ですか？
　相続した不動産について相続登記がされていないケース
が数多く存在しており、相続登記の放置により所有者の把
握が困難となり、まちづくりのための公共工事が進まない
ほか、適切な管理がされていない空き家が増加する要因の
一つとなっています。未来をつなぐ相続登記をお願いしま
す。くわしくは法務省ホームページで確認してください。

ＨＰアドレス　http://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00207.html

鰹問 旭川地方法務局登記部門　拶０１６６‐３８‐１１６１

子ども相談支援センター

相談窓口をご利用ください
　いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する悩み、子育て・しつけなど

家庭教育に関する悩みなど相談してください。

電話相談　フリーダイヤル ０１２０‐３８８２‐５６（相談無料、毎日２４時間対応）

メール相談　死doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp
　　　　　※急ぎの場合は電話相談を利用してください

来所相談

と　き　　午前１０時～午後４時（土・日曜日、祝日、年末年始は休み）

ところ　　子ども相談支援センター

　　　　　（札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階）

　　　　　※上記の電話相談で予約してください。

　　　　　※ホームページには「子ども相談支援センターへの相談事例」を

　　　　　　掲載しています。

　　　　　ＨＰアドレス http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/soudanjirei.pdf

ホームページ
ＱＲコード
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と
こ
ろ
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

対
　
象
　
小
学
校
２
～
６
年
生

主
な
活
動
内
容

　
海
水
浴
、
い
か
だ
作
り
と
い

か
だ
こ
ぎ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
し
ぼ

り
体
験
、
洞
窟
探
検
、
野
宿
体

験
な
ど

参
加
費
　
１
８
７
０
０
０
円

補
　
助
　
市
の
国
際
交
流
事
業

補
助
金
制
度
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
対
象
は
小
学
４
年
生
以
上

で
、
参
加
費
と
旭
川
空
港
ま
で

の
交
通
費
を
合
わ
せ
た
額
の
　５０

％
以
内
を
助
成
し
ま
す
。

申
込
み
　
２
月
９
日
鰹金 
ま
で
に

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は

市
民
協
働
課
に
あ
る
申
込
書
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
募
集
締
切
後
に
、
国

際
交
流
審
査
委
員
会
で
、
補
助

の
可
否
と
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

鰹問 
市
民
協
働
課

拶
３
９
‐
２
３
１
１

 市
民
参
加
手
続
き

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

パ
ブ
コ
メ
実
施
予
告

　
次
の
４
つ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

１
月
　
日
鰹月 
発
行
の
「
広
報
ふ

１５

ら
の
お
知
ら
せ
版
」
に
掲
載
し

ま
す
。

鞄
富
良
野
市
第
３
次
学
校
教
育

中
期
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

意
見
募
集
期
間

　
１
月
　
日
鰹月 
～
２
月
５
日
鰹月 

１５

鰹問 
学
校
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
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対象となる住対象となる住宅宅　
対象地区内に建てられている賃貸住宅のうち、次に掲げ　対象地区内に建てられている賃貸住宅のうち、次に掲げるる

ものを除いた住ものを除いた住宅宅
虚虚公的賃貸住宅（公営住宅や道営住宅公的賃貸住宅（公営住宅や道営住宅））
許許グループホーム及びサービス付き高齢者住グループホーム及びサービス付き高齢者住宅宅
距距社宅及び社員寮社宅及び社員寮 鋸鋸学生寮及び下宿、寄宿舎な学生寮及び下宿、寄宿舎などど
漁漁申請する年度を含め新築後５年以内の住申請する年度を含め新築後５年以内の住宅宅
（平成２５年度以降の新築住宅　（平成２５年度以降の新築住宅））

助成助成額額　
次に掲げる事項の合計額（上限１５万円　次に掲げる事項の合計額（上限１５万円））
虚虚敷金（領収書が必要）敷金（領収書が必要） 許許仲介手数料（税込・領収書が必要仲介手数料（税込・領収書が必要））
距距月額賃料１カ月分（共益費及び駐車場使用料など、直接月額賃料１カ月分（共益費及び駐車場使用料など、直接賃賃
料と認められない費用を除く　料と認められない費用を除く））

申請方申請方法法　
　申請書に必要事項を記入し、申請日の前１カ月以内に契申請書に必要事項を記入し、申請日の前１カ月以内に契約約
された賃貸契約書や誓約書などの書類を添えて申し込みされた賃貸契約書や誓約書などの書類を添えて申し込みくく
ださい。くわしくは問い合わせくださいださい。くわしくは問い合わせください。。

対象対象者者　
対象住宅に賃貸借契約をして入居する世帯の全員、また　対象住宅に賃貸借契約をして入居する世帯の全員、またはは
世帯の一部が、次の事項に該当するときに助成します。なお世帯の一部が、次の事項に該当するときに助成します。なお、、
原則として申請者と賃貸借契約締結者は同一でなければ原則として申請者と賃貸借契約締結者は同一でなければなな
りませんりません。。
虚虚対象住宅へ引っ越し後、１年以上継続して居住する意思対象住宅へ引っ越し後、１年以上継続して居住する意思をを
誓約し、住民票で確認できるこ　誓約し、住民票で確認できることと
許許対象住宅へ入居する前の住宅が対象地区以外であるこ対象住宅へ入居する前の住宅が対象地区以外であることと
距距対象住宅の所有者と１親等以内の親族でないこ対象住宅の所有者と１親等以内の親族でないことと
鋸鋸市税など滞納がないこ市税など滞納がないことと
漁漁市が実施する住宅に関する補助もしくは助成事業を受市が実施する住宅に関する補助もしくは助成事業を受けけ
ていないこ　ていないことと
禦禦前年の所得金額が２６６万円（例：給与収入金額で４００万円前年の所得金額が２６６万円（例：給与収入金額で４００万円））
を超えていないこ　を超えていないことと

魚魚生活保護や他の公的制度にもとづいた居住に関する給生活保護や他の公的制度にもとづいた居住に関する給付付
　を受けていないこを受けていないことと

対象となる地対象となる地区区

市内中心市街地のまちなかにあ　市内中心市街地のまちなかにあるる民間賃貸住宅への入居を希望する方民間賃貸住宅への入居を希望する方へへ

申込み／問合申込み／問合せせ
都市建築課都市建築課　拶拶３９‐２３１３９‐２３１６６

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案まちなか居住促進助成（引っ越し助成）のご案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

朝日町

本 町 日の出町

若松町 幸 町



222222001188--11 FFuurraannoo

さ
え
ざ
え
と
君
な
き
夜
空
現
れ
に
け
り

山
　
　
東
爺

日
留
り
に
妣
の
居
そ
う
な
十
二
月

　
　
　
　
　
石
黒
よ
し
子

柿
食
え
ば
冥
土
は
遠
し
こ
の
旨
さ

山
本
　
克
己

年
賀
状
五
月
に
逢
ひ
に
行
く
と
あ
る

小
玉
美
智
子

御
鈴
振
る
世
界
平
和
の
初
詣篠

田
　
　
瞳

輪
飾
に
安
全
願
ふ
愛
車
か
な長

尾
　
佳
子

広報ふらのは再生紙を使用しています

ままちちのの知知っっ得得情情報報満満載載！！

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午後５時３０分～５時３５分放送

市市政政をを分分かかりりややすすくく解解説説！！

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　１月６日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送今月のラジオ広報

広報ふらの  平成３０年１月号  №６７６

■発行/富良野市（〒076-8555 富良野市弥生町1番1号）　■編集/総務部企画振興課広聴広報係　雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１

■ウェブ http://www.city.furano.hokkaido.jp/　　　　　■次号/お知らせ版１月号は１月１５日発行・広報ふらの２月号は２月１日発行

災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

▼昨年も記憶に残る数々の出来事がありました。この
１年間の主な出来事を３ページに掲載していますので、
ご覧ください。さて、平成３０年の新春を迎え、今年は
第５０回北海へそ祭りが注目されていますが、みなさん
の地域で開催されるさまざまなイベントや話題なども
「広報ふらの」でお伝えできればと思いますので、引
き続きご愛読のほど、よろしくお願いします！（む）

▼２０１７年はみなさんにとってどんな年だったの
でしょうか。私自身振り返ると、仕事をはじめ、
プライベートでも人生経験豊富な年配の方々に
いろいろな面でサポートしていただいた１年
だったなあと感じています。親子くらい年齢が
上なのに、本当に元気でパワフル…。私も負け
ずに、また１年頑張りたいと思います。（ほ）
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愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ越

＝今月のリレーは＝

及川 憂依 さんから ▼ 小島 貴雅  さんへ

＝来月は＝

小島 貴雅  さんから ▼ 楠本 正敏   さんへ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

小島さん家のアイドル
　甘えん坊で食いしん坊

のトラとクールでイケメ

ンのレオ。好きなことは

トラが蛇口の水を飲むこ

とで、レオは人の耳たぶ

を触ること。お互い好み

は違うけど、毎日仲良く

留守番してま～す。

トラ（３歳・上） レオ（３カ月・下）


